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空
知
管
内
の
Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
管
内
の
生
産
者
で
つ
く
、

る
蕪
菜
（
そ
さ
い
）
園
芸
組
合
ピ
ー
マ
ン
部
会
と
米
の

生
産
部
会
で
あ
る
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ス
の
両
部
会

が
８
日
、
遡
内
で
初
め
て
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
日
本
型
農
業
生

産
工
程
管
理
）
の
団
体
認
証
を
取
得
し
た
。
今
後
も
キ

ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ナ
ガ
ネ
ギ
な
ど
の
部
会
で

も
順
次
認
証
取
得
を
進
め
る
方
針
で
、
産
地
の
優
位
性

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
食
品
の

一
確
保
や
環
境
保
全
、

。
全
な
ど
生
産
工
程
に

　
検
査
項
目
に
沿
っ
て

皿
皿
皿
一

　
を
実
施
、
検
証
を
行
う
手

一
法
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
個
別
の

一
生
産
者
が
受
け
る
個
別
認
証

j
｣
7
生
産
部
会
な
ど
が
受
け

一
る
団
体
認
証
が
あ
る
。

・
　
同
Ｊ
Ａ
や
生
産
部
会
は
、

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
団
体
認
証
を
農

産
物
販
売
の
戦
略
と
し
て
位

置
付
け
、
３
年
前
か
ら
認
証

取
得
に
向
け
準
備
を
進
め
て

き
た
。

　
ピ
ー
マ
ン
部
会
ヱ
Ｐ
と
な

一一一

ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ス
の
３
一

戸
が
、
団
体
認
証
の
取
得
を
一

実
現
。
第
３
者
認
証
に
よ
る
一

品
質
確
保
を
基
に
、
安
全
、

良
質
な
農
産
物
生
産
の
取
り

Ｉ

4本
書忍
言正
耳又
1辱

し
、
よ
り
よ
い
農
産
物
を
消

買
者
に
届
け
る
努
力
を
続
け

た
い
］
と
し
、
認
証
の
取
得

組
み
を
消
費
地
に
向
け
て
発
一

信
し
て
い
く
。
　
　
　
　
一

　
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
取

得
し
た
生
産
者
は
「
優

匹

産
一

地
と
し
て
の
責
任
を
果
た

者
数
を
増
や
し
生
産
ロ
ッ

ト
を
確
保
し
て
い
く
考
え

だ
。

一

一

(南幌町で)

　　一一

一一
ＪＧＡＰ団体認証を受けた生産者代表やＪＡの関係者
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理
事
研
修
で
Ｉ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
学
ぶ

　
　
　
　
上
川
地
区
農
協

　
　
　
　
組
会
長
会
な
ど

　
上
川
地
区
農
協
組
会
長
会

と
Ｊ
Ａ
道
中
央
会
旭
川
支
所

は
９
日
、
２
０
１
０
年
度
上

川
管
内
Ｊ
Ａ
理
事
研
修
会
を

コンプライアンスやＴＰＰについて

学ぶ参加者ら（旭川市で）
　　　　　　　　　　　　一

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
研
修
講
演
で
は
、
東
京
太

一

学
大
学
院
の
鈴
木
宣
弘
教
授

が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
国

益
」
と
題
し
て
講
演
。
鈴
木

教
授
は
「
『
少
々
高
く
て
も

物
が
違
う
』
と
い
う
日
本
の

農
産
物
を
評
価
す
る
消
費
者

を
日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ

　
Ｊ
４
１
－
Ｉ
　
■
一
一
一
ｉ
ｌ
ｊ
ｊ
　
　
一

一
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
い
テ
や
世
界
に
つ
く
る
こ
淳

た
。
1
3
Ｊ
Ａ
の
常
勤
役
員
や

非
常
勤
理
事
約
１
６
０
人
が

出
席
し
た
。

　
同
組
会
長
会
の
新
井
光
雄

会
長
（
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
組
合

長
）
は
「
健
全
な
Ｊ
Ａ
経
営

推
進
と
政
府
が
進
め
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
は
大
き
な
関
心
ご
と
。

有
意
義
な
研
修
に
し
て
ほ
し

の
３
つ
が
基
本
ご
と
し

　
「
早
期
発
見
と
早
期
是
正
が

必
須
」
と
し
た
。

新
技
術
を
紹
介

　
　
2
8
日
に
セ
ミ
ナ
ー

　
　
道
総
研
北
見
厩
試

　
退
縮
研
北
見
農
業
試
験
場

は
2
8
日
、
開
発
し
た
新
技
術

を
現
場
に
普
及
す
る
た
め

　
［
第
1
5
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
］
を
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
Ｊ
Ａ
び
ほ
ろ
の

本
当
の
強
い
農
業
が
実
現
で
Ｉ

き
る
」
と
強
調
し
た
。

　
日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合

研
究
所
の
戸
村
智
憲
理
事
長

は
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
（
法
令
順
守
）
運
営
と
内
部

統
制
の
ポ
イ
ン
ト
１
‐
と
題
し

て
講
演
し
た
。
「
企
業
不
祥

事
・
不
正
対
策
の
鉄
則
は
、

正
直
に
、
正
確
に
、
正
式
に
、

大
ホ
ー
ル
で
開
’

　
北
見
農
試
は

へ
の
対
応
方
法
ヽ

麦
「
き
た
ほ
な

剽
安
定
栽
培
法

栽
培
の
ク
リ
ー

の
高
度
化
な
ど

明
。
網
走
農
業

ン
タ
ー
は
寒
締

ソ
ウ
の
Ｈ
月
ど

立
に
つ
い
て
聡

　
午
後
１
時
か

無
料
。
問
い
含

農
試
、
域
Ｏ
Ｉ

り
乙
ｎ
乙
（
ｈ
）
り
乙
ｏ

茅屋作りの楽しさ実感

真
剣
に
新
柿

聘
員
ら
（
豊

レ
し０

１
「
詞
こ

｜

｜
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
法
令
順
守
学
ぶ

　
Ｊ
認
鸚
経
営
や
指
導
に
反
映

　
留
萌
と
宗
谷
地
区
の
農
協

組
合
長
会
と
Ｊ
Ａ
避
中
央
会

旭
川
支
所
は
８
、
９
日
、
管

内
２
０
１
０
年
度
Ｊ
Ａ
役
員

研
修
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
い

た
。
Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
推
進

と
、
政
府
が
進
め
る
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
本
質
を
と
ら
え
、
組

合
員
に
対
す
る
営
農
指
導
、

Ｊ
Ａ
経
営
の
運
営
や
役
割
な

ど
に
反
映
さ
せ
る
狙
い
。

　
８
日
の
宗
谷
管
内
研
修
会

は
豊
富
町
で
開
か
れ
、
同
管

内
５
Ｊ
Ａ
の
常
勤
・
非
常
勤

裕
員
、
職
員
ら
5
6
人
が
出

席
。
留
萌
管
内
研
修
会
は
９

日
に
羽
幌
町
で
開
か
れ
、
同

管
内
５
Ｊ
Ａ
か
ら
常
勤
・
非

常
勤
役
員
、
職
員
ら
7
5
人
が

」
」
託
″
″
ｔ
４
／

　
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
（
法
令
順
守
）
運
営
と
内
部

統
制
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し

て
講
演
し
た
日
本
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
総
合
研
究
所
の
戸
村

留
意
理
事
長
は
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
そ
の
実
効
性
を

ＴＰＰ参加で今後の龍業の在り方などを学

ぷＪＡ役職員ら（豊富町で）

キ
ュ
ウ
リ
早
く
も
収
穫

　
　
森
町
温
泉
熱
利
用
し
青
々

　
渡
島
管
内
森
町
の
濁
川
地

区
で
、
外
は
白
銀
に
包
ま
れ

た
氷
点
下
の
世
界
な
が
ら
、

豊
か
な
温
泉
熱
を
利
用
し
た

キ
ュ
ウ
リ
の
全
進
一
早
い
収

穫
が
始
ま
っ
て
い
る
。
同
地

区
は
カ
ル
デ
ラ
盆
地
で
、
温

一
泉
熱
を
利
用
し
た
冬
場
野
菜

心
生
産
が
盛
ん
な
地
帯
。
愛

場
秀
嗣
さ
ん
（
4
2
）
は
、
１

月
2
7
日
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
の
収

穫
を
姶
め
た
。

　
温
泉
熱
を
引
き
込
ん
だ
9
9
一

阿
の
ハ
ウ
ス
内
に
昨
年
1
2
月

1
8
日
に
定
植
し
た
品
種
「
む

げ
ん
」
の
黄
色
い
花
が
ハ
ウ

ス
内
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
、
み

ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
成

長
し
て
い
る
。
秀
嗣
さ
ん
、

妻
の
良
江
さ
ん
（
3
7
）
、
両
親

の
家
族
４
人
総
出
で
約
2
1
惣

に
成
長
し
た
キ
ュ
ウ
リ
を
収

北

・
’
Ｌ

海

’

道

穫
。
３
等
級
５
規
格
に
選

別
、
箱
詰
め
に
し
（
Ｉ
箱
５

？
詰
め
）
１
日
約
1
3
阿
を
Ｊ

Ａ
新
は
こ
だ
て
森
支
店
湯
川

事
業
所
に
持
ち
込
み
、
地
元

函
館
を
中
心
に
札
幌
な
ど
溢

内
市
場
に
「
函
館
育
ち
／
き

ゅ
Ｉ
り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
６

温
泉
熱
を
利
用
し
て
育
て
た
キ

ュ
ウ
リ
の
収
穫
に
励
む
愛
場
さ

ん
（
森
町
で
）

供
し込みは

蜃業新間

着支所

l
t
＆
j
v
2
9
4
t
Q
1
4
J
g

み
、
経
営
管
理
者
の
立
場
に

お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
公
益
通
報
者
保
護
制
度
な

ど
を
解
説
。
「
不
祥
事
や
不

正
、
事
故
対
応
の
鉄
則
は
正

直
に
、
正
確
に
、
正
式
に
、

の
３
つ
に
あ
る
」
と
し
、
「
早

期
発
見
と
早
期
是
正
が
必
須

だ
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
東
京
大
学
大
学
院

の
鈴
木
立
弘
教
授
は
、
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
国
益
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
国
益
と
農
業
保
護
の
対
立

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が

そ
う
で
は
な
い
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
「
『
少
々
高
く
て

も
、
あ
な
た
の
も
の
し
か
食

べ
た
く
な
い
』
と
い
う
消
費

月
末
ま
で
出
荷
を
見
込
ん
で

い
る
。
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Ｉ
Ｆ
ｙ

“
１
Ｎ
Ｋ
４
１
ｒ
Ｊ
Ｒ

く
、
ア
ジ
ア
や
世
界
に
つ
く

る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
「
本
当

に
強
い
農
業
と
は
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
連
携
し
て
本
物
を
届

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
か
ど
う
か
に
あ
る
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

庖で煕ｏ

a
S
l
n
l
l
2
s
M
s

l
s
l

ｊ
め
ぴ
り
か
」
を
主
体
一

　
に
初
期
成
育
を
確
保
一

　
す
る
た
め
の
注
意
点

　
と
し
て
「
老
化
苗
を

ご
植
え
な
い
」
「
植
え

米
づ
く
り
１
付
け
密
度
は
３
３

内
支
所
長

平
方
封
当
た
り
8
0
株

地
域
優
位
性
生
か
せ
弱
稽
駄
吋
詐

　
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
３
日
、
岩
見
沢

市
の
空
知
総
合
振
興
局
で
普

及
活
動
勉
強
会
を
開
い
た
。

管
内
の
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
研
究
指
導
機
関
か
ら
１
０

０
人
が
出
席
し
、
管
内
で
進

め
て
き
た
地
域
で
の
課
題
解

　
愛
堀
さ
ん
は
「
１
月
の
寒

さ
の
影
響
で
収
穫
が
Ｉ
週
間

毎道中央会

阿部
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決
の
取
り
組
み
成
果
を
発
表

し
、
空
知
農
業
の
今
後
の
展

開
で
情
報
交
換
し
た
。

　
空
知
総
合
振
興
局
農
務
課

の
中
島
和
彦
課
長
が
、
空
知

農
業
の
課
題
と
今
後
の
展
開

方
向
で
情
報
を
提
供
し
た
。

茜
業
者
の
年
齢
構
成
や
主
要

遅
れ
た
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

作
業
に
精
を
出
し
て
い
る
。

藤面‾1

17－67－2929

!6－23－6617

56－24－4771

農
産
物
の
生
産
状
況
や
、
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
内
容
を

説
明
。
空
知
の
優
位
性
を
生

か
し
た
農
業
の
今
後
の
展
開

方
向
案
な
ど
を
示
し
た
。

　
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
で
は
、
北
竜
町
で
進
め

る
「
水
田
複
合
経
営
の
確

立
」
や
、
月
形
町
の
「
作
業

受
託
に
よ
る
収
益
性
の
高
い

水
田
営
農
の
確
立
」
な
ど
、

６
課
題
の
経
過
や
成
果
を
紹

介
し
た
。

　
岩
見
沢
市
北
村
豊
里
地
区

で
は
、
協
議
会
を
設
立
し
て

活
性
化
を
進
め
た
と
発
表
。

空
知
型
輪
作
体
系
の
確
立
で

安
定
生
産
や
品
質
の
向
上
、

環
境
型
農
業
な
ど
を
推
進
。

生
産
技
術
や
経
営
技
術
の
支
’

援
に
よ
り
、
地
域
が
活
性
化

し
、
生
産
者
の
意
識
が
向
上
‐
‐

し
た
と
の
成
果
を
報
告
言

た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

55－24－6615

586－2－2995

－8895－3392

i）

5－485－1H7

334－2－0500

４
Ｊ
‘
‘
ぐ霊26

-

-

　
【
石
狩
一

え
て
い
る

ト
す
る
活

若
手
農
作

　
「
Ｒ
Ｅ
Ｆ

こ
せ
が
れ

は
、
2
6
日

札
幌
市
中

　
「
Ｅ
Ｄ
Ｉ

年
記
念
イ

　
同
グ
ル

に
旗
揚
げ

た
ち
の
守

こ
せ
が
れ

の
場
を
作

－
一
一
‐

町

4
0
0

道産ゴボウの動き

　　　　　(札幌市)
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